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問い合わせ先
（所属） 観光部 観光地域振興課
（担当） 稲留、田尾
（電話） ０６－６９４９－６４１１

国土交通省 近畿運輸局 

令和８年１０月１３日 

奈良・姫路の20店舗を旅の案内役に
～食や買い物をきっかけに、「まちの日常」に出会う旅へ～

配布先 青灯クラブ／奈良県政・経済記者クラブ／姫路市政記者クラブ／観光関係業界紙

【有名観光地を訪れて終わる旅から、まちを歩く新たな周遊モデルを実証】
国土交通省近畿運輸局では、奈良市・姫路市の飲食店や物販店など地域に根ざした20店舗

を「地域観光のゲートウェイ」として活用し、食事や買い物をきっかけに旅行者を地域の食
文化や手仕事、商いへとつなげることで、まちなかへの周遊と地域消費の拡大につながる可
能性を検証します。

記

1. 検証内容

  店舗を起点とした地域周遊・地域消費への効果、旅行者の周遊行動・消費行動等を検証

2. 実施期間

令和８年１０月１３日（火）～令和９年１月中旬（予定）

3. 実施地域

4. なぜ、この実証をおこなうのか

訪日外国人旅行者は回復・拡大する一方、旅行者の行動は一部の観光地に集中し、地域内
の周遊や消費の広がりが十分とは言えません。そこで、旅行者の接点が多い店舗を入り口
に、食・歴史・文化・ものづくりなどの日常へとつなげます。

5. 本実証事業のポイント

◇観光案内所ではなく、「まちの店舗」が旅の案内役
飲食・買い物の場を、次の周遊場所を知るための新たな情報接点として活用。

◇奈良・姫路から各10店舗。20店舗が参加
飲食店だけでなく、物販、伝統工芸など多様な事業者が参画。

◇「リアル×デジタル」で、次の行動へ
店舗での会話・カード、POP、Webページ、Google Map等を組み合わせて周遊を促進。

◇兵庫県姫路市
（大手前通り 周辺エリア）

◇奈良県奈良市
（もちいどの・ならまち

 周辺エリア）



事業の全体像

来訪者の興味や地域の取組状況を踏まえ、地域周遊や体験等に繋がるストーリー、テーマ

を設計。飲食店等を起点に、リアルとデジタルを組み合わせて、旅行者の「一歩足を延ば

す」ような地域周遊を促進するモデルを検証します。

参画事業者 ～奈良エリア～

参画事業者 ～姫路エリア～
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